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濁
逸
大
銀
行
と
中
小
工
業
金
融

牌弟
一二
十

一二
巻

九
〇

八

第

⊥ハ
號

一一
二

猫

逸

大

銀

行

ご
中

小

工

業

金
融

(
下

)

楠

見

一

正

第
四
、
大
銀
行
と
中
小
工
業
の
長
期
金
融

馴
、
信
用
銀
行

の
中
巾

工
漿
長
期
金
融

に
…謝
す
る
關
係

中

小
工
業

に
於

て
纒
督

資
金

の
必
要

で
あ

る
こ
と

は
、
中
小
商
業

に
於

け

る
と
同
糠

で
あ

る
が
、
更

に
中

小

工
業

に
於

て
は
事
業

の
新

設
、
鑛
張
及
改
良
等

に
要
す

る
設
備
資
金

が
必
要

で
あ

る
。
維
螢
資

金

の
調
達
は
上
述

の
如

く
短
期
信

用
と
し

て
商
業

に
於
け

る
と
大

差

は
な

い
が
、
設
備
資

金

に
於

て
は
其

の
信
用

は
必
然

的

に
長
期

に
亘
ら
ぎ

る
を
得

な

く
な
り
、
其

の
金
融

方
法

も
短
期

信

用
と
は
自

ら
其

の
趣
き
を
異

に
し

て
摩

る
。
戦
前

の
猫
逸

に
於

て
は
、
中

小
工
業
及
手

工
業

に
必
要
な

る
長

期

資

金

は
、
縄
螢
者

の
親
戚

又

は
友

人
等

か
ら
個

人
的

に
與

へ
ら

る
る
信
用
が
相
當
重
要
な

る
役
目
を
演

じ

て
み
た

が

、
此

の
種

の
信

用
は
概

ね
経
管
者

の
手
腕

、
才
能

を
信
認

し
て
、
別

に
物

的
澹
保
を
要
求

せ
す
し

て
與

へ
ら

れ

る

も

の
で
あ

っ
て
、
實

に
此

の
種

の
信
用
は
中

小
工
業

及
手
工
業

に
謝

し

て
與

へ
ら

る
る
長
期

金
融

に
し

て
、
無

澹

保

な

る
も

の
の
唯

一
の
も

の
で
あ

る
と
云

ふ
も
過
言

で
は
な

い
。
其
他

に
於

て
は
長
期
資

金

に
は
概

ね
物

的
憺
保

を

要
求

せ
ら

れ
、
而
も
不
動
産

抵
當

の
方
法

に
依

る
の
が
常

で
あ
る
。
之
等

の
長
期

の
不
動
産

信
用

に
於

て
は
、

中

小
工
業
者

及
手
工
業

者

は
金
融

機
關

の
助

け
を
籍
り

る
こ
と
な

く
し
て
は
調
達

し
得

な

い
有
権

で
あ

っ
て
、
或



は
仲
買
人
制
度
に
依
ち
、
或
は
銀
行
制
度
、
殊
に
不
動
産
銀
行
、
貯
蓄
銀
行
、
時
に
は
其
他
種
々
の
銀
信
に
依
り

て
達
せ
ら
れ
る
の
が
常
で
あ
る
。

銀
行
と
工
業
と
の
関
係
密
接
な
る
濁
逸
に
於
て
も
、
信
用
銀
行
は
商
工
業
に
劃
し
て
主
と
し
て
短
期
信
用
を
奥

ふ
忍
機
関
で
あ
っ
て
、
長
期
信
用
の
授
奥
は
決
し
て
そ
の
主
要
な
る
業
務
で
は
な
い
。
乍
併
株
式
曾
世
組
織
の
工

業
に
於
て
は
信
用
銀
行
か
ら
長
期
信
用
の
供
給
を
得
る
こ
と
も
決
し
て
砂
く
な
い
の
で
あ
っ
て
、
此
の
結
は
濁
逸

の
銀
行
制
度
が
他
脳
主
主
の
越
後
c
p異
に
す
る
所
で
あ
る
。
即
ち
株
式
曾
世
は
信
用
銀
行
か
ら
、
或
は
枇
債
又
は

株
式
の
後
行
の
方
法
に
依

b
、
或
は
其
の
長
期
資
金
を
形
式
上
短
期
信
用
'
と
し
て
受
け
、
そ
の
期
限
の
延
長
を
許
8

れ
み
と
h
y

の
万
快
に
伏
コ
r

、
ぞ
の
長
期
信
用
主
胤
二
ら
れ
て
h
M
4
9
0

反
之
械
式
合
世
に
非
Y
る
金
業
及
川
小
中
小

企
業
に
於
て
は
、
信
用
銀
行
か
ら
長
期
資
金
の
供
給
を
受
く
る
こ
と
は
非
常
な
難
事
で
あ
る
。
従
っ
て
中
小
工
業

が
信
用
銀
行
か
ら
受
け
得
る
と
こ
ろ
の
も
の
ほ
、
車
に
形
式
上
の
み
な
ら
す
、
事
質
上
に
於
て
も
短
期
信
用
に
限

ら
れ
て
ゐ
る
。
読
し
中
小
工
業
に
於
て
は
そ
の
自
己
資
本
が
割
合
に
少
い
か
ら
、
株
式
及
債
券
を
後
行
す
る
由
も

な
く
、
若
し
後
析
し
に
'
と
し
て
も
取
引
所
相
場
が
立
た
な
い
の
み
な
ら
子
、
そ
の
取
引
市
場
3
へ
も
な
く
、
殆
ん

ど
其
の
買
手
を
見
出
す
こ
と
が
不
可
能
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
信
用
銀
行
が
中
小
工
業
の
長
期
資
金
を
短
期
信
用
の

形
式
で
供
給
し
た
と
し
て
も
、
銀
行
は
増
加
し
た
著
し
い
負
債
残
高
を
謹
券
後
行
に
依
っ
て
置
換
へ
る
こ
と
が
全

く
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
銀
行
が
中
小
工
業
の
長
期
資
金
に
就
い
て
取
引
勘
定
を
開
始
す
る
こ
と
を
桓
絶
す
る
の

は
寧
ろ
営
然
で
あ
る
。
若
し
も
銀
行
が
中
小
工
業
に
長
期
信
用
T
輿
へ
る
な
ら
ば
、
銀
行
は
最
早
彼
等
の
債
権
者

で
は
な
く
し
て
、
そ
の
出
費
者
と
な
る
の
提
悟
が
必
要
で
あ
り
、
其
の
資
金
が
固
定
す
る
の
は
必
然
的
結
果
で
あ

濁
逸
大
銀
行
と
中
小
工
業
金
融

第
三
十
三
巻

九
O
九

第
六
披
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濁
逸
文
銀
行
と
中
小
工
業
金
融

第
三
十
三
巻

九
一
〇

第
六
號

一
二
四

っ
て
、
銀

行
業
務

の
健
全
な

る
基
礎

は
損

は
れ

る

に
至
る
で
あ
ら
聾

。

然

る
に
戦

前

に
於

て
は
中
工
業

の
信
用
缺
乏

の
聲

は
割

合

に
少

く
、
寧

ろ
屡

々
其

の
過
剰

の
危
険

を
警
告

す

る

有
様

で
あ

っ
た
が

、
此

の
原

因

の

一
は
、
全

く
信
用

銀
行
が
多

く
の
場
合
自
登
的

に
、
或
は
屡

々
強
制
的

に
、
中

工
業
會

肚

に
長
期

の
設
備
資

金
を
供
給
し

、
中
工
業

を
大

工
業

と
共

に
登
達
助
成

せ
ん
と
し
た

か
ら

で
あ

る
。
併

し
乍

ら
此

の
過
剰

は
全

く
設
備

資
金
が
そ

の
量
を
度

外
視
し

て
誤

っ
た
方

法

で
、
帥

ら
危
険

な
短
期
信

用

の
形
式

に
於

て
、
中

工
業

に
與

へ
ら
れ

た
結
果

で
あ

る
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら

ぬ
。
其

の
結
果

は
戦
後

の
今

日
中

小
工
業

　
ニ
コエ
ヨ
リ
あユコ
ヨ
　
ク
ロこし
　ロ
コハニ　
つゴ　
り
ご
ロ
し
む
く
ヒ

ノ

ロ

リ　の

レ
コ

ロ
の

ト
　

ユ

コ

0
須
共

仁
月
を
玉
茎
佳
月

に
項
琶

(
溢
と

寸

ワ勾
要
求

の
ナ

な

る
こ
と

に
依

っ
て
も
循

ふ
こ
と
が
出
京

、
而

も
か

か

る
要
求

が
工
業

の
側

に
於

け

る
よ
り
も
、
寧

ろ
銀

行

の
側

に
於

て
よ
り
多

く
娶

せ
ら

れ

つ
、
あ

る
こ
と

は
注
目

に

慣

す

る
。
即

ち
銀

行

は
従
来
固
定

的
状
態

に
陥

っ
て

み
た
中
小

工
業

の
短
期
信
用
を
長
期
信
用

に
置

き
換

へ
て
、

そ

の
資

産
状
態

を
緩

和
、
改
善

せ
ん
と
す

る

に
外
ら

な

h
。

二
、
大
銀
行
と
中

取
工
業

の
長
期

金
融

上
述

の
如

く
信

用
銀

行

の
中

小
工
業

に
謝
す

る
金
融

は
概

ね
短
期

信
用

の
形
式

に
於

て
な

さ
れ
る
の

で
あ

っ
て
、
中

小

工
業

に
謝

し

て
大

銀
行

が
長
期

信
用
を
供

給
す

る
こ
と

は
頗

る
稀

で
あ

る
と
云

っ
て
良

い
。
之

は
大

銀
行
と
大

工
業
と

の
關
係

に
於

け

る
と
異

る
鮎

で
あ

っ
て
、
前
述

す

る
が

如

く
大

銀
行

は
大

工
業

に
謝

し
て
は
株
式
或

は
肚
債

の
登
行

の
形

式

に
於

て
、
そ

の
長
期
金
融

に
十
分

の
援
助
を

な
し

て
み

る
が
、
中

小
工
業

の
長
期

金
融
は
専
ら
貸
付

の
形
式

に
依
ら
ざ

る
を
得
な

い
か
ら

、
自

ら
其

の
方
法
が

の

異

っ
て
来

る
。
勿

論
濁
逸

の
大
銀

行
が
中

小
工
業

の
長
期

信
用

に
干
興

す

る
例

が
皆
無

と
云

ふ
わ
け

で
は
な

い
が
、

そ

れ
は
全
く
例
外
的

の
事
例

で
あ

る
。
少

く
と
も
戦
前

に
於

て

は
、
大

銀
行
が
中

小
工
業

の
設
備

資
金
を
憂

則
的

3)

斗)

5)
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に
短
期
信
用
と

し
て
供
給

し
た
こ
と

は
あ

っ
た
が
、
中
小

工
業

の
設
備

資
金
を
長
期
信
用

の
形
式

に
於

て
供
給

す

る
が
如

き
は
、

全

く
見
ら

れ
な
か

っ
た
と
云

っ
て
も
よ

い
。

然

る
に
戦
後

一
九

二
七
年

に
於

て

∪
一ω
O
の
=
斤ωoげ
。

初
着
π
と

U
同①
∩
。
日
日
臼
N-
戸5
二
℃
「ぞ
讐
σ
醇
三
白
と
の

二
大

銀
行
が
、
相
前
後

し
て
外
債

を
起

し

,
中

小
工
業

に
長

期
信
用
を
供
給

し
た

る
事

例

は
著

し
く
世
人

の
注

目
を
惹

く
所
と
な

っ
た
。
此

の
二
大
銀
行
が
中

小
工
業

の
長

期

信
用

を
供
給

せ
ん
と
す

る
試

み
は
、
全

く
新

し

い
も

の
で
あ

る
の

み
な
ら
す
、
そ
の
金
融
方

法
も
亦
全

く
新
し

い
も

の
で
あ

っ
た
。
帥
ち
此

の

二
大
銀

行

は
五
年
或

は
十
年

の
外
債

を
起

し

て
、
そ
の
資
金

を
調
達
し

π
の
で
あ

っ
て
、

か

か

る
事

例

は
猫
逸
銀
行
史

に
於

て
も
未
だ
曾

て
見
ざ

る
所

の
も

の
で
」4一
る
。
從

來
濁
逸

の
信
用
銀
行

は
そ
の
牧

要

し
た
短
期
資
金

に
癒

じ

て
、
短
期

の
経
管

信
用

を
供
給

す

べ
蟄
、
で
あ
、る
と
老
・
へ
ら

れ
て
る
ね
か
ら

、
此

の
二
大

銀
行

の
中

小
工
業

の
長
期

信
用

の
新

し

い
方
法

に
射

し

て
は
、
濁
逸

に
於

て
も
賛
否

雨
論
相
対

立
し
て
議

論

の
岐

の

る

る
所

と

な

っ
た

の

で
あ

る

。
此

の
興
味

あ

る

二
大

銀

行

に
於

け

る
中

小

工
業

の
長
期

信

用

に
就

い
て

以

下
少

し

く
考

察

し

て
見

た

い
と

思

ふ
。

船

ド

イ

ツ
チ

ェ
バ

ン
ク

の
中

小

工

業

長

期

金

融

。

U
δ

U
・
ピ誘
畠

。
】wp
爵

は

一
九

二
七

年

九

月

、

米

国

で
期

(

限

五

ケ
年

、

利
率

年

六

分

で

、

二
千

五

百

万

弗

の
外

債

を
起

し

た
が

、

此

の
外

債

の
主

な

る

契

約

者

は
紐

育

の

∪
日
o
P

男
o
pα

卿

O
o
こ

窪
Φ
H暮
Φ
量
9
臨
o
=
巴

>
8
0
℃
臼
コ
6
①

訂
四
三
白
及

9
。
団
ρ
三
富
三
〇
日
歪
鴇

∩
o
旨
℃
四
コ
団
等

で
あ

っ

て
、
ド

イ

ツ
チ

ェ
バ

ン
ク

は
之

等

の
引

受

コ

ン
ゾ

リ

チ

ュ
ー

ム

に
謝

し

て
、
外

債

額

の
金

額

受
取

書

Ω
①
p
窪
巴
虐

圃簿
ぎ
⑩

を

交

付

し

た

が

、
尤

も

ド

イ

ツ
チ

ェ
バ

ン
ク

は
之

に
翼

し

て

は

何
等

の
物

的

措

保

を

提

供

し

な

か

っ
た

か

ら

で
あ

る
。

之

に
依

っ
て
米

国

の
引

受

國

は
⊥
八
分

利
付

の
債
券

切
。
・益

を

登

行

し

た

が

、

そ

の
債

券

の
期

限

は

五

ケ

年

で

猫
逸
大
銀
行
と
中
小
工
業
金
融

第
三
十
三
巻

九

一
一

第
六
號

一
二
五

6)Thiess,K.E.,a・a.O・S・S・63-64・



濁
逸
大
銀
行
と
中
小
工
業
金
融

第
三
十
三
巻

九

一
二

第
六
號

一
二
六

あ

っ

て

、
ド

イ

ツ
チ

ェ
バ

ン
ク

は

一
九

三

二
年

九

月

一
日

に

は
額

面
額

で
償

還

せ

ね
ば

な

ら

糟
。

而

し

て

ド

イ

ツ
チ

ェ
バ

ン
ク

の
側

に
於

け

る
期

限

以

前

の
解

約
告

知

に
關

し

て

は

、
特

に
何
等

の
考

慮

も

な

さ

れ

て

る

な

い
か
ら

、

自

由

買

入
償

還

の

み
が

可
能

で
あ

る

。
此

の
ボ

ン
ド

の
登

行

相

場

は

九

九

・
五
%

で
あ

る

か
ら

、
米

國

民

衆

に
と

っ

て

は
全

く
六

1
【10

%

の

利
廻

に
も

當

ら

な

か

っ
た

。

之

に
反

し

て
ド

イ

ツ
チ

ェ
バ

ン
ク

に
封

ず

る
交

付

相

場

は
明

か

で
は

な

い
が

、
約

九

七

%

で
あ

る
と

せ
ら

れ

て

る

る
か

ら

、

李

償

償

還

の
場

合

を
考

慮

す

れ
ば

、

ド

イ

ツ
チ

ェ

バ

ン
ク

の
實

際

の

利
子

負

憺

は
約

六
3
一
4
%

に
相
當

す

る
。

ゆヨ
　

まモ
ヘド
し
ミ
を

コし　

コし
ロ　

もココロ

ノ

ヘ
コ
ぱ
ロ
サ
　

ロ

　

戯

σ
一修

斐

に
淘

養

に
承

て
は
璃

し

き
好

成

績

を

収

め
、

そ

の
申

込

は
藍

田
晩

一
貯

削

こ
し

τ

死

こ
圧
下

ヒ

.笥

ゲ

弗

の
多
き

達

し

た
の
で
、
李
均
約

五
〇

%

の
割

合

に
し

か
な
ら
な

か

っ
た
程

で
あ

る
。
そ

の
申
込

の
内

の
大

部

.
分

、
帥

ち

四

千

五

百

万

弗

は

米

国

に
属

す

る
け

れ
ど

も

、

そ

の
残

り

は
和
蘭

、
瑞

西

、
瑞

典

、
英

国

及

墺

太

利

に

属

し

て
み

る

、

か

く
紐

育

に
於

て
好

成

績

を
検

め

た

の

み

な
ら

す
、

和

蘭

に
於

て
も
妙

な

か

ら

ざ

る
成

績

を
示

し

た

。
即

ち

和
蘭

銀

行

コ
ン
ゾ

リ

チ

ェ
ー

ム
、
(客
。
〔一豊

き

分
。
琴

笛
帥
乱

。
一目
舞
野

罫

℃
}〕一」u
零
。
=
号

一ωし。。
同旨

卸

8

G

及

空
。
.切
○
.

卿

∩
。
・
等

)
に
割

嘗

て
ら

れ

た

三
百

万

弗

も

、
責

出
後

短

時

間

に
し

て
申

込

超
過

と

な

っ
た

。

か

く
し

て

既

に

一
九

二
七

年

十

一
月

に
は
此

の

ボ

ン
ー3

は

紐
育

株

式

取

引

所

に
於

て
公

然

と
責

買

せ
ら

る

る

に
至

っ
た
酬

此

の
外

債

に
依

っ
て
得

ら

れ

た
資

金

の
運

用

に
關

し

て

は

、

ド

イ

ツ
チ

ェ
バ

ン
ク

は
何

等

の
條

件

を
附

せ
ら

れ

て

み

な

い
の

で
あ

っ
て
從

っ
て
、
米
国

の
引

受

團

の
側

に
於

て

は

、
此

の
取

引

に
就

い
て
何

等

の
統

制

権

を
有

し

て

み

な

い
。

而

も

ド

イ

ツ
チ

ェ
銀

行

が
如

何

な

る
條

件

に
依

っ
て

、
そ

の
資

金

を

運

用

し

た
か

も

明

か

に

せ
ら

れ

て

る

な

い
が

、
顧

客

は

五

ヶ

年

間

の
非

解

約
性

に
束

縛

せ
ら

る

る

こ
と

な

く
、

そ

の
信

用

を

何

時

で
も

返

還

し
得

る

も

7)

furdiemiしtlereロndkleinereIndロs
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の
で
あ

る

こ
と
だ
け
は
明

か

で
あ
.る
。
尤

も
此

の
五

ヶ
年

の
期
限
が
通

常
新

設
備

の
牧

盆

に
依

っ
て
支
沸

は
る
べ

き
信
用
と

し

て
十
分
な

る
も

の
で
あ

る
か
否

か
は
疑
問

で
あ

る
が
、
借
主
た

る
中
小
工
業

者

は
少
く
と
も
此

の
期

間

に
敢

て
其

の
資
金

を
有

利

に
使

用
す

る
こ
と

は
可
能

で
あ
ら
う
。
此

の
期
間
が
経
過

し
た
後

に
信
用

の
延
期
が

ど

の
程
度

必
要

で
あ

る
か
と

い
ふ
こ
と

に
關
し

て
は
未

だ
何
等

考
慮

せ
ら
れ

て
る
な

馬
。

次

に
13
イ

ッ
チ

ェ
バ

ン
ク
が
登
表

し
た

る
螢
業
報
告

に
依

っ
て
、
此

の
外
債

に
依

っ
て
與

へ
た
る
信

用
を
見
れ

ば
.、
次

の
通

り

で
あ

る
。

第

八
表

13
イ

ッ
チ

ェ
パ
ン
ク
の
長
期

信
用
。

イ
』

苧

韮

4
・.

○

○

○

弗

以

下

三

六

二

五

、

五

〇

、

一
〇

〇

、

一
五

〇

、

一
　
○

○

、

三

〇

〇

、

イ

ノ
Σ

碧

乏

二

五

、一

Q

O

一
一

五

〇

、

○

〇

一
一

一
〇

〇

、

○

○

一
一

一
五

〇

、

)

)

一
I
I
I】一
)

)

馳

(

(

一
1

一
一
(

(

○

〇

一
-

三

〇

Q

、

Q

O

O

弗

以

下

小

計

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

三
九

三
五

二

八二
一
四

一
五
四

一

、

二

、

三

、
、 、

署

弗
)

七

一
二

七

=

九

七
四

八
九

〇

三
八
八
.

六

五
九
.

三
三
五

'海

千

/
一∴

零

月

三

〇

〇

、

○

〇

一
・1

四

〇

〇

、
○

O

Q

四

〇

〇

、

○

〇

一
i

五
〇

〇

、
○

○

〇

五

〇

〇

、

○

〇

一
-

一
、
○

○

○

、
O

O

O

一
、

○

○

○

、

○

〇

一
弗

以

上

乎
二 四 八 四 襲

首一
、

三

、

三

、

二

、

峯
へ千
弗
)

五
二

五

八
五

八

四
〇
〇

七
五
〇

之

に
依

っ
て
見

れ
ば

、

そ
の
貸

付

口
数

は

一
七

二
件

に
し

て

そ

の
口
数

に
於

て
は
小
額

の
貸
付
が
割
合

に
多

く
、
三
十

万
弗
以
下

の
も

の
が

一
五
四
件

を
占

め
、
叉
金
額

に
於

て
も
亦
三
十

万
弗
以
下

の
も

の
が
大

宇
を
占

め

て
み

る
。
此

の
貸
付

の
内

二

一
、
六
七

二
、
四
八
九

二

=

弗

は

濁
逸
大
銀
行
と
中
小
工
業
金
融
、

第
三
十
三
巻

九

=
二

第
六
號

=
一
七

三
Q
O
、
O
O

一
弗
以
上
小
計

一
八

一
一
、
視
三
三

計

一
七
二

二
四
、
八
六
九

、

金

額

は

二

四

、

八

六

九

、

〇

四

七

弗

で

あ

る

が

g)Thiess,a.a.OりS.S.6.5-66.



濁
逸
大
銀
行
と
中
小
工
業
金
融

第
三
十
三
巻

九

一
四

第
六
號

一
二
八

櫓

保
付

で
あ

っ
て
(櫓
保
の
種
類
は
明
か
に
せ
ら
れ
て
る
な
い
)
、
残
り

の
僅

か

に
三
、
一
九

六
、
五
五
八
・
四

一
弗
が
無

謄
保

で
あ

る
。
叉
貸

付
金
額

の
宇
分
以

上
は
従
来
短
期

信
用
と
し

て
與

へ
ら

れ

て
る
た
信
用
を
長

期
信
用

に
置
換

へ
る

駕

に
當

て
ら
れ

、
践
め
が
新
信
用

に
充
當

せ
ら
れ

た

に
過

ぎ
な

い
。
而

も

ド
イ

ツ
チ

ェ
バ

ン
ク

は
顧
客

に
信
用
を

弗

で
與

へ
た

の
で
あ

る
か
ら

、
爲
蒼
色

瞼

く
算
計
房

芳
。
は

顧
客
が
負

は
ね
ば
な
ら

蹟
こ
と

に
な

る
。
然

し
借
手

は
年

々
李
均
八

%
の
利
彿

の
外

に
は
何
等

の
附
加
的
給
付
を

必
要

と
し
な

い
の
で
あ

っ
て
、
銀
行

に
於

て
個

々
の

取
引

か
ら
襲
生

す

べ
き
損
失

に
關
し

て
は
、
借

手

は
何
等

の
責

任
を
負
憺

し
な

い
の
で
あ

駒
。

切

・
ム
メ

ζ

銀

行

の
中

小

工

業

の
長

期

金

融

・
次

に
壽

。
。
垂

　

三
}ρ蒙

藍

〕鐸

〉
¶-。
よ

ド

イ

ツ
チ

ェ

浦

ン

ク

こ

犀

一
る

る

ニ

シ

一盛

P

こ

改

胤
』
、
旧

」
D

一

FL

二

1
」
F

卜
-
可

,」
1

一

ヨ

こ

、
呼生

写
」

こ

昏

こ

.
'

ρ

三

日
甲
乏

で
二

'
=

ド

ざ

づ
　

ロカコ

　

イ

く

　
イ

メ

を

き

　　ユ

ロ
ヒ
ロ　

　
ヨ
ノ

ロ
　
　
コ
メ
エ

　
　
　
し
ノ
ヨ
　

　
に
ト

を

ゑ

サ

く

カ

づこ
ヨ
　

づ

ゐ
　
ロ　
ハ
　
け

マ

　
　
ゴ
　
ユ
ゐ

弗

の

外

債

を

起

し

た

。

此

の

外

債

は

チ

ェ
ー

ズ

ナ

シ

・

ナ

ル

銀

行

の

牽

ゆ

る

米

国

銀

行

コ

ン

ゾ

リ

プ

ィ

ウ

ム

(
O
ぎ

し。
。

。,
①
6
F一『
三
の
ω

∩
。
『
で
。
『帥
匡
。
昌
』

螢
一『

欝

。
。
・友

睾

…
蜜
診

・
葺

卿

9

等

)

と

契

約

し

た

。

此

の

コ
ム

メ

㌻

銀

行

の
外
債

は
五
分

五
厘

で
あ

っ
て
、
從
来
来
國

で
起
さ
れ
た
濁
逸

の
外
債

の
中

で
は
、
そ

の
名

目
利
子

に
於

て
最

も
低

い
も

の
で
あ

る
。
債
券
慮
募
者

の
利
廻

は
期

限
前

の
償
還

が
な

い
も

の
と
し

て
、
償
還

利
歩
を
加
算

し
て
約

⊥
ハ
一
本
%

と
な

る
。
此

の
外
債

の
期
限

は
十

ケ
年

に
し

て
、

コ
ム
ノ
ル
ッ
銀

行
は

一
九
三
七

年
十

一
月

一
日

に
卒

慣

で
償
還

せ
ね
ば

な
ら

ぬ
。
然

し
ド
イ

ツ
チ

ェ
バ
ン
ク
の
外
債

と
異

り
、
そ

の
債
務

は
三
十

日
以
前
の
告

知

を
以

て

コ
ム
メ

ル
ッ
銀

行

の
側

虹
於

て
何
時

で
も
解
約

し
得

る
の
特
権

を
有

し
て

み
る
。
又
庇

の
外

債

に
依

る
貸
付

は
ド

イ

ツ
チ

ェ
バ

ン
ク
と
同
様

に
弗

で
與

へ
ら
れ
、
貸
付
期

間
は

ニ
ケ
年
以
内

で
あ

っ
た
。
そ
の
資

金

の
用
途

は

一
九

二

七

年

の
螢
業
報
告

に
於

て
明
か
な

る
が
如

く

、
銀

行

の
顧
客

た

る
中
小

工
業
者

に
、廣

範
園

に
長
期
信
用

を
與

へ
、

10)Thiess,a.a.O.,S.66;Radziboτ,a.a。0.,S.183
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或

は
現
存

の
短

期
信
用
を

、
少

く
と

も
そ
の

一
部
分
を

、
長
期
信
用

に
借
替

へ
し
む

る
薦

め

に
運
用

せ
ら

れ
た
噂

わ

そ

の
他

の
鮎

に
於

て
は
大

膿

ド

イ

ッ
チ

ニ
バ

ン
ク

の
場

合

と

大
差

は

な

い

か
ら

、
滋

に
は
省

略

す

勧
。

　四

そ

の
批

判

。

以

上

概

説

し

た

る
伯

林

の

二
大

銀

行

の
中

小

工

業

に
封

ず

る
長

期

信

用

は

、
獅

逸

に
於

て

も

頗

る
新

し

い
試

み

で
あ

っ
て
、
當

時

世

人

の
注

目

を
蒐

め

た

も

の

で
あ

る
が
、

其

の
實

績

に
依

っ
て
見

る

に
、

そ

の
貸

付

金
額

は

割

合

に
大

口

の

も

の

で
あ

っ
て

、

そ

の

一
口

平

均
額

も

六

十

一
万

雫
蜜
.に
も
達

す

る
有

様

で
あ

る

か

ら

、

實

際

中

小

工
業

に
封

ず

る
金

融

と

し

て

は
敷

果

が

尠

い
様

で
あ

る
。
且

そ

の
貸

付

の
中

、
宇

分

以

上

は
従

来

興

へ
ら

れ

て

る

た
短

期

信

用

を

長

期

に
借

替

へ
し

め

た

も

の

で
あ

り

、
新

規

貸

付

の
少

な

い
の

は
甚

だ
遺

憾

と

す

る
所

73
あ

る

。
尚

又

長

期

信

用

と

ば
云

ふ
も

の

の
、

其

の
貸

付
期

間

は
僅

か

に
二
年

成

は
五

年

で
め

つ

て
、
・甲

へ
リ
ヨムヒ
リ
　
ロエ
へ　
セし
ヒビ
ま

トし
フ
トしヘル
ユ
　

コ
ドトヤ　ロ　
ムと　
ユ

ノ
コ

し
ロ

ロ
ア
　
　

　

　
ぬ
の

　

コ

　

4

コ
課

σ
韮
'σ
謬
届

肇

蛋

を
修

理

つ

る
葬

共

佳

月

と

し

て

は

、
唄

の
難

度

.短

か

き

に
過

ぎ

、
此

の
貼

に
於

て
も

之

に
人

な

る
期

待

を

か

け

得

な

い

で
あ

ら

う

。

か

く

の
如

く
伯

林

の

二
大

銀

行

が
中

小

工
業

の
長

期

金
融

に
貢

献

せ

ん

こ
と

を

目

的

と

し

な

が

ら

、
其

の
成

績

の
十

分

な

ら

ざ

る
所

以

は

、

一
面

に
於

て
常

時

の
猫

逸

経

濟

状

態

の
然

コ

ノ

ド

コ

ニ

コ
　
ラ

さ

　

　

に

っ

し
コ

エ
し

ロ
　

コ

タ

　

ま

　

コ
口

宣
ヒ

し

ロ

コ

じ

コ
ニ

ボ

　

　

　

じ
〔

亀

ス
.と

こ
ノ
.マ
渉
、ぞ
-
前

翅

σ
動

く
催
鴫
雅
遡

に
泓

て
は
鎖
鯖

慣
値

の
憂
動

の
爲
め

に
、
銀
行

の
信
用

は
少

な

か
ら
ず
固
定

し

て
み
た

の
で
、
此

の
状
態

を
除
去

改
善

せ
ん
が
薦

め

に
は
凡
ゆ

る
努
力

が
梯

は
れ
た
が

・
そ

の

積

極
的
活
動

と
し

て
先

づ
第

一
に
現

は
れ
た

の
が
、
此

の

二
大
銀
行

の
外
債

に
依

る
長
期
信
用

で
あ

る
。
從

っ
て

そ

の
主
な

る
動
機

は
中

小
工
業

に
新
信
用
を
與

へ
ん
と
す

る
に
あ

っ
た

の
で
は
な
く
、
寧

ろ
銀
行

の
流
動
性

を
改

善

せ
ん
と
す

る
瓢

に
存
し
た
と

い
ふ
も
過
言

炬
な

い
。
從

っ
て
中

小
工
業

の
長

期
金
融
と
し

て
は
上
述

の
如

き
不

便

の
存
す

る
は
全

く
止

む
を
得

な

い
所

で
あ

み
。
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十
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一
六

第
六
號

=
二
〇

此

の
二
大
銀
行

が
米
国

に
於

て
外
債
を
起

し
た
當
時

、
濁
逸

に
於

て
此

の
種

の
試

み

に
謝
し

て
賛
否
両

論

に
分

れ
た
が
、
銀
行

の
側

に
於

て
は
大
膿

反
芻
論
が
優
勢

を
示

し
た
も

の
の
如

く
で
あ

る
。
此

の
事

は
米
国

よ
り
隠

々

勧
誘

が
あ

っ
た

に
も
拘
ら
す

、
そ
の
他

の
伯

林

の
大
銀
行

に
し
て
此

の
二
大

銀
行

の
例

に
微

ふ
も

の
の
出

で
な

か

っ
た
こ
と

に
徴
し

て
も
明

か

に
伺
ひ
得

る
所

で
あ

る
。
叉

U
①
旨
旨
冨

閑
碧
厚

目

ら
さ

へ
も
、
此

の
外
債
を
起
し

た
直
後

に
於

て
、
聾

明
書
を
登

し
て
、
此

の
種

の
外
債

は
輩

に

一
時
的

の
も

に
し

て
、
將
來
織
綾

し

て
行

ふ
も

の

で
な

い

こ
と

を

明
言

し
、
∩
。憶
ヨ
2
N
冨
鼻

も
亦
此

の
種

の
方
法
が
中

小
工
業

の
長
期

金
融
方
法

と
し

て
布

敷
な

ず

ハ

お
つ
ヨ

ロラ

ロ
　

ク
　
オ
ヨ
の

ノ
コ

ラ

　
コ

ラ

ひ

エ

ロ
レ
し
ト

チ

　

し

　
　
ロ
ト

　

ε

。
、
、4
こ

さ

を

謎

凹

し

て

Z

る

,

カ

く

¢

丸

く

メ

鈴

行

力

呼

ゆ

工

業

の

長

期

信

用

に

干

興

す

る

こ

と

は

、

濁

逸

に

於

て

も

全

く

稀

に

見

る

事

例

で

あ

っ

て

、

而

も

其

の

成

績

も

鯨

り

香

ば

し

く

な

い

様

で

あ

る

。

第
五

、
結

言

要
之

、
濁
逸

の
大
銀

行

の
中
小
工
業
金
融

に
於

け

る
地
位

は
、
概
括

的

に
見
れ
ば
鯨

b
人

な

る
も

の
で
は
な

い

け
れ
ど
も
、
然

し
全

く
無

闕

係

で
は
な

い
。
尤
も
信
用
銀

行

は
元
来
短
期
金
融
機
關

で
あ

る
か
ら
、
特
殊

の
要
求

を
俘

ふ
べ
き
中

小

工
業

の
長
期

金
融

に
は
適

せ
な

い
の

で
あ

っ
て
、
之

が
爲

め

に
中
小
工
業

の
長
期
金
融

に
射
し

て
.は
見

る

べ
き
も

の
な

き
は
全
く
止
む

を
得

な

い
。
乍
併
弦

に
注

目

に
慣

す

る
は
、
ド
イ

ツ
チ

ェ
パ
ン
フ
及

コ
ム
メ

ル
ッ
バ

ン
ク

の
二
大
銀
行
が
戦
後
特
殊

の
方
法

に
依

っ
て
中

小
工
業

の
長
期

信
用
を
供
給

せ
ん
と
し
、
而

も
之

に

充
當

す

べ
き
資

金
調
達

の
爲

め

に
特
別

に
外
債

を
起
し
た

こ
と

で
あ

る
。
か
く
長

期
信
用

に
充
當

す

べ
き
資
金
を

信
用
銀
行

の
普
通

の
資

金
と
匿
捌

し
た
こ
と

は
、
従
来
中

小
工
業

の
長
期
資

金
を
短
期
信
用

の
形
式

に
依

っ
て
供

;3)Radzibor,a・a・O.,S・214 .;Thiess,a.a.O.,S.64.



給

し
た

鍵
則
的
方

法

に

一
歩
を
進
む

る
も

の
で
あ

っ
て
、
殊

に
兼
螢
銀

行
主
義

と
し

て
知
ら

る
る
濁
逸
信

用
銀
行

の
能
働

的
業
務
と
し

て
注
目

に
便
す

る
所

で
あ

る
。
然

し
此

の
新

し

い
方

法
も
亦
信

用
銀
行

の
業
務

と
し

て
は
適

わ

當

な

る

も

の

で

は
な

く

、
濁

逸

に
於

て

も
此

の
鮎

に
於

け

る
反

芻

論

が

頗

る
重

き

を

な

し

て

み

る
♂

か

く

の
如

く
信

用

銀

行

は
其

の

本
質

上
中

小

工
業

の
長

期

金

融

機
關

と

し

て
は

全

く
不

適

當

な

る
も

の

で
あ

っ

て

、

そ

の
中

小

工

業

に
謁

す

る
活

動

範

園

は
主

と

し

て
短
期

信

用

に
止

る

べ
き

で
あ

る
。
而

も

信

用

銀
行

の
中

小

工

業

金
融

に
封

ず

る
成
績

は
貯

蓄
銀

行

及

信

用

組

合

の
そ

れ

に
比

し

て
著

し

く
劣

っ
て

み

る
。
乍

併

か

く

の
如

き

結

果

は

全

く
金
融

機

關

の
機

能

並

に
そ

の
分

化

に
存

す

る

の

で
あ

っ
て

、
信

用

銀

行

殊

に
大

銀

行

が

そ

の
本

賃

上

中

小

工
業

金
融

に
主
力

を

傾

注

し
得

な

い

の

は
寧

ろ
當

然

で
あ

る
。然

し
大

銀

行

に
於

て
も
地

方
支

店

に
於

て
は

、

そ

つ
仁

吉

に
於

け

る
と

ま
趣

き

を
毘

-」
し

、
無

卦
L

監

蓋

顕

こ
妾

身

薦

む

斤

ら

る

二

と

ま
野

'ナ
佳

:
・
く

"、
f

ツ
F

一
一!
り
一

・ノ
ー

}

一一メ

,
1
曽ニ
ー

匹

ノ
一
一」三ノ
∠一二【翻0
を

、づ一ノ
一「ヨ
7
垣

.̀

ノ
..」
.(
猷
一ノ【
「〆
譴
責
.く

7
ノ
ー

ノ

一つ

エ
バ

ン
ク

の
貸

掛

金
割

引

制

度

、
並

に
ド

レ

ス
デ

ン
信

用

の
信

用

組

合

を

通

じ

て

の
貢

献

の
如

き

、

特

殊

の
貢

献

は

特
筆

に
慣

す

る
で

あ

ら

う

。

之

を
要

す

る

に
濁
逸

の
大

銀

行

が
中

小

工
業

金
融

に
於

て
占

む

る
地

位

は

決

し

て

大

で

は

な

い
が

、
之

を
他

国

に
比

す

れ

ば

、
侮

そ

の
直

掩

を
詐

さ
ぎ

る
も

D
歴
あ

る
と

諏

ム
。
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